
 

平成 25 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 
教科目名 化学Ｂ 担当教員 上原 敏之，菅 菜穂美  
学年学科 ２年 全学科 前期または後期 必修 １単位  
学習・教育目標 （Ｄ－１）１００％  

成績評価の方法： 
平常試験 50 点＋中間試験 100 点＋期末試験 100 点 
合計 250 点に対する得点率で評価を行う。 

授業の目標と期待される効果： 
有機化学をテーマにその成り立ちから身近

な材料まで幅広く扱い，その構造と機能発現
の関連を習得する。さらに，実験の過程を観
察して科学的な見方を養うと同時に，危険物
や劇物の取り扱いを通して化学物質に対する
安全意識を高める。 
 
以下に具体的な学習・教育目標を示す。 
 
①元素分析法の理解 
②異性体の理解 
③付加反応の理解 
④アルコールとエーテルの構造の理解 
⑤カルボン酸とエステルの構造の理解 
 

達成度評価の基準： 

教科書や問題集の演習問題と同等レベルの問題を試験で出題し， 

６割以上正答のレベルまで達していること。 

成績評価への重みは均等である。 

 

①元素分析の値から実験式が６割以上導けること。 

②異性体の構造式が６割以上書けること。 

③付加反応の反応式を６割以上書けること。 

④アルコールとエーテルの違いを６割以上説明でき，それらの異性

体を６割以上書くことができる。 

⑤カルボン酸とエステルの違いを６割以上説明でき，それらの異性
体を６割以上書くことができる。  

授業の進め方とアドバイス： 
授業は教科書を中心に進め，演習には相当の時間を当てる。よく聞いていれば理解できるはずであるので，板書し
たことだけでなく理解できたこともノートにメモし，授業時間内に理解するよう努めること。 
教科書および参考書： 
教科書：高等学校 化学 I（小林祐次郎他著・数研出版） 
問題集：リードα化学 I＋II（数研出版編集部編・数研出版） 
授業の概要と予定： 

第 １回：有機化合物の特徴と分類 

第 ２回：元素分析，演習 

第 ３回：アルカン，構造異性体 

第 ４回：アルケン，付加反応 

第 ５回：アルキン 

第 ６回：シクロアルカン，シクロアルケン，演習  

第 ７回：演習 

第 ８回：中間試験（50 分） 

第 ９回：復習（答案返却），アルコール 

第１０回：エーテル，アルデヒド，ケトン 

第１１回：カルボン酸 

第１２回：光学異性体，エステル 

第１３回：実験 アルコールと関連化合物 

第１４回：油脂，セッケン，合成洗剤 

第１５回：演習 

期末試験（50 分） 

第１６回：フォローアップ（答案返却など 50 分） 

 
 
 

 
 


